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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
の
「
評
価
結
果
を

踏
ま
え
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
内
閣
の
責
任
で
歳
出
を
大
胆
に
見
直
す
」
こ
と
と
し
た
「
予
算
編
成
の

基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
沿
っ
て
、
予
算
の
縮
減
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
学
生

に
よ
る
農
山
漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動
の
推
進
を
引
き
続
き
図
る
た
め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
の
実
施
の
観
点
か
ら

必
要
な
見
直
し
を
行
い
つ
つ
、
小
学
校
が
行
う
当
該
活
動
や
当
該
活
動
の
受
入
地
域
の
体
制
整
備
等
の
推
進
に
必
要
な
予
算

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
省
及
び
総
務
省
の
連
携

の
下
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
を
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
省
に
つ
い

て
は
、
支
援
の
対
象
と
な
る
受
入
地
域
の
重
点
化
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
文
部
科
学
省
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
が
行
う
農
山

漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
同
省
の
調
査
研
究
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
も
の
を
、

一



都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
が
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、総
務
省
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
を
含
む
地
方
公
共
団
体
へ
の
情
報
提
供
等
を
、
都
市
部
や
実
績
の
少
な
い
団
体
を
中
心
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

二


